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○
　
獨
逃
の
大
作
曲
家
グ
ル
ツ
ク
（Ｑ
・
■
，
Φ
〓
ｏＦ
Ｈ『ド
ー
〓
∞一）
の
名
は
歌
劇
の
改
革
者
、
獨
逸
業
劇
の
建
設
者
と
し
て

不
朽
で
あ
る
。

彼
は
其
大
作
の
多
く
を
佛
蘭
西
槃
壇
の
篤
に
作
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
か
ら

一
般
に
は
恰
も
佛
蘭
西
の
音
業
家
な
る
か
の
如
く

に
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。

○
　
本
歌
劇
は
身
を
以
て
病
め
る
大
エ
ア
ド
メ
ト
ス
に
代
は
ら
ん
と
す
る
貞
淑
な
る
工
妃
ア
ル
セ
ス
テ
が
事
を
叙
述
し
た
る
も

の
で
、
他
の
傑
作
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
及
び
イ
フ
ィ
グ
ニ
ー
、
イ
ン
、
ア
ウ
リ
ス
と
共
に
彼
の
三
大
歌
劇
曲
と
稀
せ
ら
れ
て
居
る
。

○
　
人
々
は
病
め
る
國
エ
ア
ド
メ
ト
ス
の
生
命
の
救
は
れ
ん
こ
と
を
熱
心
に
所
願
す
る
が
、
瀞
託
に
は
、
王
の
身
代
り
に
立
っ

者
の
な
い
限
り
其
生
命
は
絶
望
な
る
旨
が
告
げ
渡
さ
れ
る
。

王
妃
ア
ル
セ
ス
テ
は
敢
然
と
し
て
自
ら
そ
の
身
代
り
に
立
ち
其
生
命
を
幽
界
の
ｒ
一ル
に
犠
牲
と
し
て
棒
げ
ん
こ
と
を
約
束

す
る
。

○

第
二
幕
目
に
於
て
は
、
彼
女
が
犠
牲
の
書
ひ
に
よ
つ
て
工
の
病
は
即
坐
に
療
え
、
人
民
歎
呼
の
率
は
天
地
に
ひ
び
き
わ
た

る
の
で
あ
る
が
、
ひ
と
り
ひ
そ
か
に
物
思
ひ
に
打
沈
む
の
は
貞
淑
な
る
王
妃
ア
ル
セ
ス
テ
で
あ
る
。

○
　
本
曲
は
こ
の
場
面
に
用
ひ
ら
れ
る
も
の
で
、
本
歌
劇
曲
中
の
最
も
美
し
く
且
最
も
有
名
な
る
代
表
的
な
部
分
で
あ
る
。

サ
ン
Ъ
サ
ー
ン
其
他
の
作
家
に
よ
つ
て
壮
麗
な
る
ピ
ア
ノ
獨
奏
曲
等
に
編
曲
せ
ら
れ
て
業
界
に
珍
重
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

○
　
や
う
や
く
に
し
て
其
事
を
知
り
得
た
る
ア
ド
メ
ト
ス
は
大
い
に
驚
き
、
こ
れ
も
其
跡
を
追
は
ん
と
決
心
す
る
。

○
　
第
二
幕
目
は
人
率
が
ァ
ル
セ
ス
テ
の
逝
去
を
悲
し
む
と
こ
ろ
に
は
じ
ま
る
。

ア
ル
セ
ス
テ
が
今
や
幽
界
の
問
戸
を
く
ぐ
ら
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
王
の
友
人
た
る
勇
士
ヘ
ラ
ク
レ
ス
が
聞
入
す
る
。
彼
は

幽
界
の
紳
々
と
争
ひ
移
に
之
を
征
服
し
て
ア
ル
セ
ス
テ
を
奪
還
す
る
。
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歌
劇

『ア
ル
セ
ス
テ
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中
の

獨

唱

及
合

唱

曲

大

三塁

球
　
漢

（獨
唱
）
ア
／
セ
ス
テ
よ
今

し
汝

に

ア
／
セ
ス
テ
よ
今

し
汝

に

光
榮

あ

る

冠

着

け

ょ

（合
唱
）
め
　
君
が
惜
み
今
し
癒
え
て

（
ア
″
セ
ス
テ
獨
唱
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あ
ゝ
我
胸
慄
ひ
心
ぞ
戦
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く

堪
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得
ｎ
心
の
こ
の
身

に

（合
唱
）
光
榮
あ

る

冠

着

け

ょ

あ
　
君
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僣
み
今
し
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え
て

紳
は
授
く
現
世
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幸

稲
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興
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現

世
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扁
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蒲
つ
る
比
の
日
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前
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賜

び

し

冠

ぞ

棘
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賜

び

し

冠

ぞ

如
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に
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せ

ま

し

典
へ
ま
せ
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張

き
力
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幸
扁
に
蒲
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の
日
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冠

ぞ
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の
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冠

ぞ
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（合
唱
）
光
榮
あ

る

冠

着

け

ょ

あ
　
君
が
惜
み
今
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え
て
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）
彩
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め

て

こ
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幸
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光
榮

め

る

冠

着

け

ょ

（合
唱
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あ
　
君
が
悩
み
今
し
癒
え
て

幸
稲
に
蒲
つ
る
此
の
日
に

紳

の

賜
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し

冠

ぞ

紳

の

賜

び

し

冠

ぞ

永
久
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ふ
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幸
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に
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の

賜
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し

冠

ぞ

紳

の

賜

び

し

冠

ぞ
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．
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．
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．
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．
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民

（鐸

撃
唱
三
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小
二
郎
認
歌
）

蘭

森

の
　
合

唱
（翡
都
岬
触）

（
メ

ン
ア
ル
ス
ノ
ン
原
作
・員
夏
の
夜
の
夢
よ
り
）

珈

　

ァ

　

″

　

セ

　

ス
　

一ノ

（
獨

唱

及

合
唱
曲
）

（
グ
ル
ツ
ク
原
作
・大
量
球
漢
作
欧
）

５２７

眠

れ

静

か

に

（
獨
唱

及

今
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シ
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作
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〇
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編二第  編一第

Ｔ
五
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○
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2:9紡  ざ  歌 (1部合唱齢
グ グ ネ ″ 原 作 。鉤

興はヽ 家謝モツタインギー原作・50

歌  (滉導合唱曲)モ ツアー″ 卜原作 ・50

ト ー マ ス 原 作 o20歌 (塾船唱雷)

r撃 撃 二部ヽ
合ヽ 唱 曲ノ

r軍 (混 )聾ヽ
二ヽ部合唱曲ノ

r撃 島 二部ヽ
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の 歓

流
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夜

れ

れ

(タ ンホイぜ″大行進合唱山)

(さ まよへる和蘭人より,

メ ニ ″ デ イ原 作 ・20

′` イ ド ン 原 作 o30

メンデノンゾーン原、作: o30

本 居 長 世 作 。20

モ ツ アー ″ 卜原作 。鉤

ブ グ ネ ″ 原 作 o30

ア プ ト 原 作 ・
"

澤 田 柳 吉 作 ・20

グ ′ン ツ ク 原 作 o30

鍵〒Dシユーペ″卜原作・20

プ ラ ー ムス原 作 o15

メンデ″ブーン原作 ・15

ノンピンスタイン原作  o15
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ク″ シユ マン原作 ・15
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螢
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